
第二部 講演４

『電気と食料が
田園都市で生産される社会を目指して』

千住 智信

（琉球大学教授，日本学術会議連携会員，電気学会会員）



円安進行 インフレ進展

エネルギー価格

高騰
食料自給率低下

新型コロナ禍

ウクライナ侵攻

地球温暖化

デジタル田園都市国家構想
地方創生、脱炭素先行地域





⚫

⚫

「私たちは農業と水産業の垣根をとりさり、世界の若者が
主役として食を育て提供する循環社会を実現する。」
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フェーズ１沖縄で実証、フェーズ２他地域へ展開、フェーズ３自立化・自走化

沖縄科学技術大学院大学（OIST） 長崎大学COI-NEXT拠点 信州大学アクアイノベーション拠点

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

無駄を省いた海洋
生物の生産技術と
陸上養殖システム

の開発

物質循環型農水
一体養殖技術の

開発

琉球大・長浜バイオ
大・水産大・オリオン
ビール・メイキット・中
城村・栽培セ

琉球大
東京海洋大
共和化工

研究開発課題

マスタープラン

参画機関

沖縄モデルの構築
（琉大キャンパス実証）

モデルを他地域へ展開
（国内or海外実証）

民間資金による事業化
（自立化・自走化）

生産魚の
ブランド化

PoC1 PoC2

⚫成長に関わる生理機能の解明

⚫実証レベルでの成長促進と効率検討

⚫飼育水のマイクロプラスチックフリー化

⚫残渣利用の餌料生産

⚫塩水アクアポニックス技術の確立

⚫固形物の回収資源化技術の確立

⚫ ヤイトハタにマッチした作物の選定
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⚫展開地域にあわせた
種選定と機能解析

⚫展開地域にあわせた
アクアポニックス技術
の確立

⚫展開地域の実情に
合わせた固形物の
回収資源化技術の
確立
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水
一
体
型
の
循
環

シ
ス
テ
ム
の
ス
マ
ー
ト
化

展
開
地
域
に
合
わ
せ
た

カ
ス
タ
マ
イ
ズ

1

2

再生可能エネル
ギー100％によ
る電源供給

琉球大・福井大・大
阪工大・メイキット・
マチス教育システム

⚫交流給電方式の実システムへの実装

⚫再生可能ｴﾈﾙｷ゙ ｰによる電気料金削減

⚫最適ｴﾈﾙｷ゙ ﾏーﾈー ｼ゙ ﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの確立

⚫直流給電方式の実シス
テムへの実装

⚫デマンドレスポンスの導入
による省エネ

⚫独立型直流給電方式の
実システムへの実装

⚫電気自動車との連携運用

3

ICTを活用した
スマート陸上養
殖技術の開発

沖縄工専・はこだて
未来大・水産大・
沖縄セルラー電話

⚫水質管理及び魚のバイタルデータ取得

⚫ オペラント給餌システム確立

⚫アクアポニックスのデータ取得

⚫固形物資源管理のデータ
取得

⚫農水一体型循環システム
の展開地域にあわせたス
マート化

4

種
と
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上
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設
を
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物
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の
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化

⚫ITを活用した養殖
施設の遠隔監視と
遠隔自動運用

⚫未電化地域におけ
る持続可能な電気
エネルギ供給による
次世代産業の創出

ﾌｪｰｽﾞ 1（沖縄実証） ﾌｪｰｽﾞ 2（他地区展開） ﾌｪｰｽﾞ 3（自立化）

今後の連携強化



メイキット・マチス教育システムによる中城村および東南アジアでの実証実験

中城村養殖技術研究センター開所式 県内スーパーで生産物を販売

フィリピン・ミンダナオ島での社会実証
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